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病 院 実 習 日 誌 よ り

短食ニノー 東 美 智 子

 6月3日 (月)

 すがすがし く晴れわたつた6月 の始めの爽やかな太

陽の光をあびなが ら,今 日よ り又新 しい知識を身につ

ける事が出来 るとい う生 き生 きとした喜びと未知の仕

事への不安に満ちた気持で病院の門を くぐつた。

 今 日より特別調理室での実習が始まる。此処では糖

尿病,腎 臓病,ネ フ ロー ゼ,肝 臓病,高 血圧等 の特別

の病 気の人 の調 理 をす る。

 患者 の病 名に よ り食事 内容が異 つて くるので,い ろ

い ろの勉 強が 出来 た。今 日はBaked apPle, Potato

Omelet,… … …等 を作 つ た。流動 食の人 には くず湯,

Orange Juice, Cucumber soup, Milk shake等 を作
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る。一応習つた事 のあるものや本で読んだものである

が,理 論 で幾 ら学んていて も実際に"実 習す る""調

理す る"と い う事は困難な ものである。如何に調理名

は知つていて も,自 分 で責任を持ってす るとなると実

際的経験の乏 しさか ら,・自信を持つて責任を充分果す

事 が出来ない。対象が病人であるだけに食事 とい うも

のの及ぼす反応は一段 と大 きいので,慎 重に慎重を重

ねねばな らない。

 自分 ではつ きり解 らない時は,知 つた振 りをして勝

手に振舞 う様な事はせず,如 何な る面に も未経験者と

しての謙虚さを忘れずに,い つ も少しで も,よ り多 く

の事 を吸収し,習 い求 める心を もつて行動する事が必

要であると思 う。

 腎臓病 では蛋白質,食 塩の制退を,ネ フローゼでは

水分 と食塩 を制限す る。

 実際に減塩食や糖尿病の人の御飯の調理,盛 付を行

つてい ると本当に気の毒になつて くる。

 御飯80グ ラムとなると,ほ んの一口しかない。秤 り

の上にどんぶ りを乗せて,こ の様な人 も何 日か後 には

元気な体になつて病院の門を出て行かれるのだと,姿

を想像 して涙 をしのんで計つた りした。

 これ も単なる感情の問題で片ずけるのでな くて,病

人 とい うものは,健 康人には何で もないと思 う様な些

細な事 も気 になるものであるか ら,自 分が病人の身に

なつて,少 しで も喜んで食べて くれ,1日 も早 く元気

にな る様に,配 膳や,見 掛的感覚等に気を配 り,真 心

をこめて調理,盛 付をする事が必要であると思った。

 6月4日 (火)

 朝,今 日は早 く病院に着いたのであるが,栄 養士 さ

んは,は や今 日の特別食の献立 と取組んでおられた。

○○さんは3分 になつた とか,○ ○さんは退院等 と連

絡がある。

 こ＼での献立,調 理 は患者の尊い生命に直接関係す

るものであるだけに,栄 養士 としての責任は尚更大 き

い訳である。

 患者の中には食べ る事を唯一の楽 しみとする人 もあ

るであろ うし,毎 日,い ろいろ変った料理をして満足

して戴け る様にしなければな らない。又病別により色

一57一

々の制限がある。

 これらを献立し,調 理す るには,理 論の上のみでな

く,実 際的経験の面にも本当に豊富な知識が必要にな

って くる。

 将来栄養士 として社会に立つには,私 達は日常の学

習に於て も又,あ らゆる面に於て,常 に自分の実力養

成に全力を尽 して,努 力集注する必要があるとい う事

を痛切に考 えさせ られました。

 6月6日 (木)

 今 日よ り__..般調理室,こ 、では沢庵,き ゆ うり,キ

ヤベッ等を切つた。食数が多いだけに何をす るに も非

常に量が多い。

 調理士 さん達はさすがに慣れた手つ きで早い。私達

も出来る限 り一生懸命に頑張つた。

 始 めは慣れぬ不安 さで気持 も落着かなかつたが調理

士のおじさん,お ば さん達が親切 に話 しかけて下 さつ

たので心 もやわ らいで来た。

 調理場の雰囲気 も大変和やかである。どの調理士 さ

んを見て もいつ も何かして働いてるのには本当に感心

した。

 実習中には失敗 もあつたが,失 敗にこりずに,出 来

るだけ多 く吸収す る覚悟でとにか く懸命に頑張 り抜い

た。

 私にはこの一週間は栄養土の勉強 をす ると共に社会

的面に於て も学ぶべ き点が多かつた。

 本当に学習中の生 きた学問をする事が出来た。実習

を通 して得 た事 を生かし,栄 養士 としての栄養学の知

識 より高い教養を身につけるべ く専念しなければ と深

く痛感した。


